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クルマエビの神経分泌に関する研究一Ⅸ

溶存酸素とＰＡＳ陽性物質量との相関性の検討

中村 薫＊

StudiesontheNeurosecretionofthePrawn〃"α"J〃0"伽Ｂ・一Ⅸ

CorrelationbetweentheUtilizationofOxygenandaQuantityof
thePAS-PositiveGranulesinthePAS-Cells

KaworuNAKAMuRA＊

Abstract

Examinationswerecarriedouttoclarifythephysiologicalrelationshipbetweenthedissolved

oxygenintheenvironment,theoxygenconsumption(Qo2）andthePAS-cells,locatedonthe

ventro-posteriorofthesupraoesophagealganglionoftheprawn,〃"α‘“〃0"伽Ｂ､、Forthe

quantitativeanalysisoftheoxygen，theWINKLER，smethodwasemployed・ForthePAS-cells，

thePAS-positivegranuleswerecomparedquantitativelybythesamemethodasintheprevious
reports･

TheQo8(ｍｌ/ｇwet/hr)were０．２ａｎｄ0.1-0.2fbrthebodyweight2gand4-7g,respectively，
at25.0士0.5.Ｃ･

ThePAS-positivesinthecellsshoweddistinctincreaseundertheoxygendeficientcondition・

Ontheotherhand,theQo2showednorelationshipwiththecells・Itseems,therefbre,that

thecellswouldhavesomephysiologicalrelationshipwithrespiration，atleastexceptthedirect
processoftheoxygenconsumption．

甲殻類十脚目の神経分泌物質に関してはＸ器官一サイナス腺複合体の色素胞拡散・収縮因

子，脱皮および生殖腺発達抑制因子，以上に付随した水分・血糖・血中カルシウム等の代謝，

呼吸代謝および成長・再生への調節的役割，囲心器官の心臓機能調節作用因子等が知られて

いるが，著者')がクルマエビの食道上神経節腹面後部に認めた，ＰＡＳ陽性穎粒を含有する特

殊細胞（PAS細胞）に関しては，これまで環境要因と内部要因の両面よりいくつかの因子

を選び検討を加えたが，なお明確な生理的役割は把握されず，現在までに知り得た関連因子

としては無給餌条件下にＰＡＳ陽性穎粒の増加的傾向が認められることであり2),当該細胞の

生理作用を確定的とする上で一層の多岐にわたる調査が必要と考えられる．ここで環境要因

の重要な因子の一つとして溶存酸素を取上げ，溶存量およびそれと関連した酸素消費量と当

該細胞の関係を検討した．

＊鹿児島大学水産学部増殖生理学研究室(Lab・ofPropagationPhysiology,Fac・ｏｆFisheries,Ｔｈｅ
Univ・ofKagoshima,Kagoshima,Japan）
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実験方法

材料には体重２－７９のクルマエビ，鹿"αe"ｓｊ”o"jc"ｓＢ､を用い，環境要因の中より溶存

酸素を選んで下記の実験区を設定した．

１）溶存酸素寡少区：，.Ｏ､＜1.0ml/１

２）対照区：，.Ｏ・＝4.5ml/１

１)に関しては10-24時間の飼育中，昼間時においても潜砂せず，砂上に数えられた個体を

適宜,採取して組織標本の作成に供した．実験は1975年５月に実施した.飼育水温は21-22.Ｃ

とし飼育装置は先報3)と同様に，上方より砂，操および小石の各層で構成される演過床と，そ

の中心部に垂直に循環換水用の通気筒を備えた３０１容量の円形水槽（合成樹脂製）を用い

た．但し，溶存酸素寡少区の通気は停止状態とした．

なお組織標本は両区とも食道上神経節について作成し，ＰＡＳ（過沃素酸ScHIFF）染色処

理後，腹面後部に所在するＰＡＳ細胞の含有物質（PAS陽性物質）の相対的定量を先報3）と
同様の複写方法に依って行なった．

Table２．Relationshipbetweentheoxygen

consumptlonandaquantityofthe
●

PAS-positivegranulesinthePAS-cells．

Table1．ValuesofthePAS-positive

granulesunderthediHbrent
dissolvedoxygen．
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一方，代謝活動を知る指標として個体の酸素消費量（単位：ｍｌＯ２/g(wet)/hr)を求めた．

測定は止水式＊と流水式*＊の両法を適用し，前者には体重２９前後，後者には５９前後の個

体を用いた．実験は1975年６月に実施し，飼育水温は25.0士0.5.Ｃとした．溶存酸素の測定

にはWiNKLER4)法を適用し，各供試個体についてＰＡＳ陽性物質量を求めるため上記実験と

同一の処理・操作を行なった．

＊止水式：約300ｍl容量の狭口瓶に２時間閉じ込められたクルマエビにより生じる溶存酸
素の減少から消費量を求めた．

*＊流水式：約500ｍl容量の，近似的流線形の測定室に入れられたクルマエビにより消費さ

れる酸素を，入水溶存量と出水溶存量の差より求めた．流量は50-55ｍl/ｍin・の

間で一定とした．

結 果

溶存酸素とＰＡＳ陽性物質量との関係をTablelに示した．寡少区には概して当該物質量

の高い値が示される．個体によっては対照区と同等の値も認められる．両区の最高値は寡少

区で３．７，対照区では1.6となり，その差異は対照区の値の倍以上である．

体重の異なる個体群の酸素消費量（Qo2）とＰＡＳ陽性物質量との関係をTable2に示し

た．体重が1.8-2.59の個体ではQo2は大略一定で0.2ｍ102/g(wet)/ｈｒを示し,一方4.3-6.69

の個体では0.1-0.2ｍｌＯ２/g(wet)/ｈｒとなる．すなわち個体が大きいとＱｏ２値は低くなるこ

とがわかる．両者のQo2値とＰＡＳ陽性物質量との間にいづれも相関は認められない．

考察

溶存酸素量の低下した条件でＰＡＳ陽性物質に量的増加が生じることは，ＰＡＳ細胞が呼吸

機能と何らかの生理的関連を有する可能性を示すが，一方においてＱ･２値と当該物質との間

に量的相関の存在しないことは先の結果と一見矛盾があるように受取れる．Ｑｏ２に関しては，
個体の生理状態，特に脱皮周期に大きく影響されることがMcWHINNIEandKIRcHENBERG5)，

SKINNER61等による実験により類推され，ここに得られた値の変動は一つに脱皮周期上の相

違を示しているとも解される．そして先の実験2）において示された様に，ｐＡＳ細胞は脱皮

と直接的関連性をもたないことが，ここにＱｏ２値と当該物質量との間の相関性の欠如とし

て裏付けされるとも考えられる．一方，溶存酸素寡少区の個体の中には低い当該物質量を示

すものがあり，その解釈として個体の生理状態の差異にもとづくものとすると，ＱＯ２と関係
のないＰＡＳ細胞が呼吸機能と如何に関連性を示し，且つ脱皮以外の如何なる生理状態の差

異にもとづいて低酸素条件下でＰＡＳ陽性物質を多量に分泌するのか，と云う問題が導出さ

れる．この課題に関しては，呼吸機能に与かる諸器官を対象として，更に級密な実験を行な
う必要があると考えられる．

要 約

１．クルマエビの食道上神経節腹面後部に所在するＰＡＳ細胞に関して，環境要因の一つと
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して溶存酸素量の与える影響を調べた。溶存酸素寡少条件（,.Ｏ､＜1.0ｍl/l）の個体には，

先報と同一の複写計量法を以て組織標本より求めたＰＡＳ陽性物質量に著明な増加的傾向

が認められ，これより当該細胞は環境水の溶存酸素と何らかの生理的関連を有することが

推察される．

２．体重の異なる２群に関して,単位時間・単位体重当たりの酸素消費量(Qo2）をWiNKLER

法により求めた．止水法を個体の小さい方（体重約２９）に，流水式を個体の大きい方

（体重約4-79）に採用し，各々 ，0.2ml/g(wet)/ｈｒと0.1-0.2ml/g(wet)/ｈｒの値を得た

（25.0士0.5。C)．

３．酸素消費量とＰＡＳ陽性物質量との間に相関は認められず，１）の結果を合わせて考慮

すると，ＰＡＳ細胞は呼吸機能上の生理的役割が示唆されるにせよ，少なくとも酸素消費

量とは直接的関係のないことが推察される．
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